
　
　

自
主
防
災
組
織
の
予
算
が
増

え
た
が
、
そ
の
理
由
は
。

　
　

22
年
、
23
年
よ
り
か
な
り
の

補
正
。
自
主
防
災
組
織
が
増
え
た

こ
と
が
要
因
。
現
在
12
地
区
か
ら

申
請
が
あ
る
。

　
　

公
用
車
の
リ
ー
ス
終
了
後
は

こ
れ
か
ら
も
購
入
の
方
針
で
い
く

の
か
。
ま
た
、
更
新
の
目
途
は
。

　
　

財
政
の
状
況
に
よ
る
。
購
入

の
方
が
安
く
つ
く
こ
と
が
あ
る
。

更
新
は
20
万
キ
ロ
走
行
を
目
途
に

し
て
い
る
。

　
　

自
主
防
災
組
織
で
、
準
備
す

る
物
の
指
針
は
あ
る
の
か
。
指
針

を
提
示
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
の
か
。

　
　

指
針
は
特
に
な
い
。
各
地
で

必
要
な
物
を
購
入
。
現
在
は
消
火

栓
用
の
ホ
ー
ス
の
購
入
が
多
い
。

　
　

消
防
団
活
動
で
、
訓
練
を
コ

ン
ク
リ
ー
ト
の
上
で
し
て
い
る

が
、
器
具
の
損
傷
が
大
き
い
。
土

上
で
出
来
る
様
な
方
針
は
な
い
の

か
。

　
　

有
事
の
訓
練
で
あ
り
、
あ
ら

ゆ
る
場
所
で
の
対
応
が
必
要
。
特

に
指
針
は
な
い
。

　
　

防
災
組
織
に
要
望
が
あ
れ
ば

補
助
し
て
い
る
が
、
市
の
防
災
計

画
は
あ
る
の
か
。
ヘ
ル
メ
ッ
ト
は

防
災
組
用
か
、
被
災
者
用
か
。

　
　

ホ
ー
ス
や
消
火
栓
用
の
備
品

な
ど
あ
て
は
ま
る
も
の
を
補
助
し

て
い
る
。

　
　

消
火
栓
用
の
ホ
ー
ス
は
市
で

整
備
す
る
も
の
か
、
自
主
防
災
組

織
で
整
備
す
る
も
の
か
。

　
　

ホ
ー
ス
は
地
区
の
消
火
栓
で

使
用
す
る
も
の
。
自
主
防
災
組
織

で
準
備
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
。

　
　

ホ
ー
ス
は
１
本
い
く
ら
く
ら

い
か
。

　
　

規
格
等
で
様
々
で
あ
る
が
、

２
～
３
万
円
程
度
。

　
　

透
析
バ
ス
を
利
用
し
て
古
川

と
高
山
へ
通
院
さ
れ
る
透
析
患
者

の
割
合
は
。

　
　

高
山
は
０
。
古
川
病
院
と
市

民
病
院
に
多
数
の
方
が
通
っ
て
い

る
。

　
　

市
民
病
院
が
一
杯
で
、
富
山

に
行
っ
て
い
る
透
析
患
者
が
い
る

と
聞
く
が
ど
う
か
。

　
　

正
確
な
数
値
は
把
握
し
て
い

な
い
が
、
透
析
を
断
ら
れ
て
富
山

の
医
療
機
関
に
通
っ
て
い
る
と
は

聞
い
て
い
な
い
。

　
　

ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
の
感
染
予
防

対
策
は
。
情
報
発
信
や
啓
蒙
は
。

　
　

12
月
の
広
報
及
び
Ｈ
Ｐ
に
掲

載
。
保
育
園
等
関
係
機
関
へ
の
指

導
も
適
切
に
行
っ
て
い
る
。

　
　

遠
征
で
食
中
毒
が
発
生
し
て

い
る
。
調
理
員
へ
の
健
康
管
理
な

ど
の
対
応
は
。

　
　

月
に
２
回
の
検
便
を
行
っ
て

い
る
。
冬
は
適
宜
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス

検
査
を
し
て
い
る
。

　
　

交
流
セ
ン
タ
ー
の
入
り
口
に

３
ｍ
ほ
ど
屋
根
の
な
い
個
所
が
あ

る
。
ハ
ー
ト
ピ
ア
ま
で
で
も
屋
根

の
な
い
個
所
が
あ
る
。
車
い
す
の

方
も
見
え
る
。
対
応
で
き
な
い

か
。

　
　

当
初
は
屋
根
が
あ
る
予
定
だ

っ
た
。
現
時
点
で
は
工
事
費
が
大

き
い
。
ハ
ー
ト
ピ
ア
に
つ
い
て
も

工
事
費
が
大
き
い
の
で
慎
重
に
対

応
し
た
い
。

　
　

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
の
参
加
企

業
数
・
参
加
者
数
は
。

　
　

毎
年
春
と
夏
の
２
回
実
施
。

春
は
、
大
学
４
年
生
を
対
象
と
し

て
参
加
企
業
34
社
（
内
市
内
企
業

13
社
）、
参
加
者
91
名
。
夏
は
、

一
般
の
方
を
対
象
と
し
て
参
加
企

業
42
社
（
内
市
内
企
業
９
社
）、

参
加
者
１
３
５
名
。
今
回
の
補
正

予
算
は
、
特
別
に
冬
の
企
画
と
し

て
大
学
３
年
生
を
対
象
に
開
催
す

る
。

　
　

離
職
率
が
高
い
た
め
、
あ
ら

ゆ
る
就
職
情
報
の
発
信
を
。

  　

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
市
内

企
業
や
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か
ら
提
供

さ
れ
た
求
人
情
報
を
掲
載
し
て
い

る
。
ま
た
、
飛
騨
Ｃ
ｉ
ｔ
ｙ
人
財

会
議
で
は
春
休
み
に
高
校
２
年

生
を
対
象
に
市
内
企
業
の
見
学

会
を
実
施
し
て
い
る
。「
広
報
ひ

だ
」
で
は
企
業
紹
介
を
４
月
か
ら

実
施
。
さ
ら
に
新
成
人
で
希
望
す

る
方
、
成
人
者
の
保
護
者
に
対
し

て
も
求
人
情
報
の
提
供
を
開
始
す

る
。

　
　

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業
の
件

数
、
経
済
効
果
は
。

　
　

過
去
３
年
間
の
補
助
人
数

は
１
４
２
２
人
、
補
助
金
額

４
億
９
千
２
百
万
円
余
、
工
事
金

額
は
29
億
２
千
４
百
万
円
。

　
　

粗
大
ご
み
の
リ
ユ
ー
ス
に
つ

い
て
、
計
画
は
あ
る
か
。

　
　

収
集
物
に
は
手
間
を
か
け
ず

市
民
の
受
け
渡
し
が
あ
る
場
所

で
、
日
時
を
設
定
し
て
行
う
機
会

を
検
討
し
て
い
る
。

　
　

分
別
収
集
の
推
進
に
よ
り
、

各
種
団
体
が
行
う
資
源
回
収
等
の

量
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

量
は
、
年
々
減
少
傾
向
で
あ

る
。
金
額
は
、
単
価
の
変
動
に
よ

り
増
減
が
あ
る
。

　
　

建
物
や
橋
梁
の
長
寿
命
化
と

耐
震
工
事
の
考
え
方
は
。

　
　

耐
震
は
、
地
震
に
耐
え
ら
れ

る
よ
う
に
補
強
な
ど
を
行
う
も
の

で
あ
り
、
老
朽
化
し
て
い
る
物
の

寿
命
を
延
ば
す
工
事
が
長
寿
命
化

で
あ
る
。

　
　

橋
梁
の
老
朽
化
の
調
査
と
そ

の
対
応
は
。

　
　

橋
梁
の
長
寿
命
化
が
必
要
な

も
の
は
74
橋
あ
り
、
重
要
度
が
高

い
も
の
か
ら
優
先
し
て
進
め
て
い

く
。
１
橋
で
１
億
円
か
か
る
場
合

も
あ
り
、
各
種
補
助
事
業
を
取
り

入
れ
な
が
ら
進
め
る
。

　
　

１
億
円
の
補
正
工
事
の
内
容

は
。

　
　

土
地
改
良
、
道
路
改
修
、
河

川
改
修
な
ど
、
市
内
の
景
気
対
策

と
し
て
年
度
内
発
注
を
め
ざ
す
。

　
　

金
森
町
の
郵
便
局
跡
地
へ
の

移
転
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

　
　

県
道
拡
幅
工
事
の
た
め
、
２

軒
の
転
居
を
予
定
し
て
い
る
。
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